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輯 告

外観透視図

客席透視図（左，大劇場右，中劇場）

端
正
で
格
調
の
あ
る
外
観
と

風
格
の
あ
る
内
部
空
閻

久
し
く
待
望
さ
れ
て
い
た
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
計
競
技
が
実
施
さ
れ
、

去
る
五
月
二
十
八
日
、
入
賞
作
品
五
点
が
次
の
と
お
り
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

《
最
優
秀
作
品
一
点
》

◎
応
募
者
名

柳
沢
孝
彦
（
鞠
竹
中
工
務
店
東
京
本
店
）
、
他
共
同

設
計
者
十
六
名

}
｝
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け
ら
れ
、
そ
の
結
果
前
記
の
作
品
が
入
賞
作
と
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
最
優
秀
作
品
に
基
づ
き
基
本
設
計
に
着

手
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
現
代
舞
台

芸
術
関
係
者
は
も
と
よ
り
広
く
国
民
各
層
か
ら
の
意

見
を
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
、
第
二
国
立
劇
場
（
仮

称
）
が
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
現

代
舞
踊
、
現
代
演
劇
等
我
が
国
現
代
舞
台
芸
術
の
殿

堂
と
し
て
、
ま
た
そ
の
振
興
、
普
及
の
拠
点
と
し
て
、

一
日
も
早
く
設
立
で
き
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

《
優
秀
作
品
四
点
》

〇
応
募
者
名

若
松
久
男
（
鹿
島
建
設
腑
）
、
他
共
同
設
計
者
三
名

〇
応
募
者
名

ハ
ン
ス
・
ホ
ラ
イ
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
、
他
共
同

設
計
者
三
名

〇
応
募
者
名

ベ
ル
ナ
ー
ド
・
チ
ュ
ー
ミ
（
フ
ラ
ン
ス
）
、
他
共
同

設
計
者
十
一
名

〇
応
募
者
名

小
笠
原
攻
（
清
水
建
設
腑
）
、
他
共
同
設
計
者
四
名

広
く
建
築
家
に
対
し
て
設
計
条
件
を
呈
示
し
、
こ
の

条
件
に
の
っ
と
っ
た
建
築
図
面
や
模
型
な
ど
の
提
出

を
求
め
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
案
を
選
定
し
て
、
そ

の
設
計
案
を
も
と
に
し
て
実
際
に
建
物
を
建
築
す
る

と
い
う
も
の
で
、
例
え
ば
現
在
の
国
立
劇
場
や
最
高

裁
判
所
も
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
施
設
で

す。
今
回
の
コ
ン
ペ
は
、
昨
年
二
月
、
松
永
文
部
大
臣

（
当
時
）
か
ら
木
部
建
設
大
臣
（
当
時
）
に
そ
の
実
施

方
を
依
頼
し
た
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
翌
三

月
に
は
建
設
大
臣
の
主
催
の
も
と
に
設
計
条
件
、
応

募
条
件
、
質
疑
へ
の
回
答
、
提
出
さ
れ
た
作
品
の
審

査
な
ど
コ
ン
ペ
の
実
施
機
関
と
な
る
競
技
審
査
会
が
、

建
築
家
七
名
、
舞
台
芸
術
家
な
ど
六
名
、
計
一
三
名

の
構
成
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
審
在
会
で
募

集
要
項
が
吟
味
検
討
さ
れ
た
上
、
七
月
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
ペ
は
、
我
が
国
で
は
初
め
て
国
際
化

の
図
ら
れ
た
も
の
と
な
り
、
国
内
か
ら
は
一
、
四
ニ
ニ

名
、
海
外
か
ら
は
三
十
七
か
国
五

0
七
名
の
建
築
家

の
参
加
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
年
四
月

に
作
品
の
応
募
受
付
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
国
内
か

我
が
国
で
は
、
ま
だ
設
計
競
技
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ら
は
一
六
八
作
品
、
海
外
か
ら
は
二
十
二
か
国
六
〇

ペ
の
歴
史
は
浅
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
登
録
、
応
募
と
も
予
想

公
平
な
競
争
に
よ
り
、
建
築
家
の
英
知
を
集
め
、
優
以
上
に
多
く
の
海
外
建
築
家
か
ら
の
参
加
が
得
ら
れ

れ
た
設
計
案
を
求
め
る
一
方
法
と
し
て
行
わ
れ
て
き
国
際
化
の
試
み
は
成
功
し
た
と
言
え
そ
う
で
す
。

た
も
の
で
す
。
今
回
の
コ
ン
ペ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
作
品
審
査
は
、
四
月
三
十
日
よ
り
五
月
二
十
八
日

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
通
称
さ
れ
る
方
式
で
あ
り
、
ま
で
の
約
一
か
月
の
間
、
ほ
ぼ
間
断
な
く
熱
心
に
続

遍
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第
二
国
立
測
場
（
仮
称
）
の
建
物
は
、
主
と
し
て

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
の
た
め
の
大
劇
場
、
主
と
し
て
現

代
演
劇
の
た
め
の
中
劇
場
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
舞
台

芸
術
の
た
め
の
小
劇
場
等
を
一
体
と
し
て
備
え
る
複

合
的
な
施
設
で
す
が
審
査
会
の
ま
と
め
た
審
査
報
告

書
の
う
ち
最
優
秀
作
品
に
関
す
る
部
分
を
引
用
し
、

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
姿
を
よ
り
よ
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。ー

こ

の

作

品

は

、

大

・

中
劇
場
の
舞
台
部
分
を
背
中
合

わ
せ
に

L
字
型
に
し
て
配
置
し
、

そ
の
北
側
に
一
括
し
て
劇
場
の

裏
回
り
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
特
に
大
道
具
動
線
は

他
の
動
線
と
明
確
に
分
離
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
両
劇
場
の
客

席
部
分
は
、
共
通
ロ
ビ
ー
で
結

ば
れ
南
側
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ

と
伸
び
て
お
り
、
観
客
の
導
入

に
も
無
理
が
な
い
。
平
面
計
画

上
は
劇
場
の
表
、
裏
の
機
能
の

分
離
が
明
快
で
あ
る
。

日
本
人
好
み
の
端
正
で
格
調

の
あ
る
外
観
と
、
風
格
の
あ
る

内
部
空
間
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
劇
場
の
雰
囲
気
を

十
分
に
演
出
し
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
で
あ
ろ
う
上
演

へ
の
期
待
を
抱
か
せ
る
の
に
十
分
で
あ
る
。

配
置
計
画
上
、
南
側
の
前
庭
を
巡
る
回
廊
は
、
首

都
高
速
4
号
線
か
ら
劇
場
を
隔
絶
す
る
別
の
空
間
が

形
造
ら
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
渋
谷

区
道
側
に
面
す
る
空
間
が
、
周
辺
の
環
境
に
合
う
よ

う
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
点
も
評
価
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
回
廊
の
大
き
な
壁
に
つ
い
て
は

ス
ケ
ー
ル
ア
ウ
ト
ぎ
み
で
あ
り
、
単
調
過
ぎ
は
し
な

い
か
と
の
評
価
も
あ
っ
た
。

中
劇
場
の
可
動
壁
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
デ
ア
を
評

価
す
る
意
見
と
、
現
実
性
、
有
用
性
を
疑
問
視
す
る

意
見
も
あ
り
、
評
価
は
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

小
劇
場
の
充
実
も
希
望
さ
れ
た
。

審
査
会
で
は
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
判
断
し
、
こ
の

作
品
が
実
施
に
お
い
て
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
る
豊
か
な

可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
最
優
秀
作
品

に
選
定
し
た
。

審
査
会
は
、
こ
の
作
品
を
実
施
す
る
た
め
に
、
い

く
つ
か
の
改
善
を
要
す
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
第
一
は
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
開
空

地
の
在
り
方
で
あ
る
。
第
二
は
敷
地
全
体
の
交
通
条

件
を
考
え
た
車
廻
し
で
あ
る
。

こ
の
作
品
が
具
体
的
な
設
計
過
程
で
さ
ら
に
充
実
、

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
|
~

（
文
化
部
文
化
普
及
課
）

設計コンペ最優秀作品模型

順
序
は
審
査
番
号
順
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圏

困

函

圏

0
今
月
号
て
は
、
「
文
化
財
の
保
存
整
備
と

活
用
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
歴
史
の
道
と
風

土
記
の
丘
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
と
も
に
歴

史
的
逍
産
を
周
囲
の
環
境
と
一
体
的
に
保
存

活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
て
す
。

0
文
化
財
を
単
に
保
存
す
る
だ
け
て
は
な
く
‘
_
＿

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
生
か
し
、
い
か
に
活

用
を
図
っ
て
い
く
か
か
大
切
な
諜
題
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
上
原
氏
の
玉
稿
に
は
、
ま
さ

に
「
文
化
財
の
保
存
整
備
と
活
用
」
の
実
践

例
か
息
づ
い
て
い
ま
す
。

C
今
月
は
、
姫
円
、
星
野
、
池
汲
、
小
松
各

先
生
に
こ
寄
稿
い
た
た
き
ま
し
た
か
、
第
一

線
て
活
躍
す
る
方
の
信
念
、
生
き
ざ
ま
か
描

か
れ
て
お
り
、
改
め
て
我
ヵ
身
を
振
り
返
ら

せ
ら
れ
ま
し
た
。

o□六
月
は
文
化
庁
創
設
の
月
て
す
。
先
人
の

こ
苦
労
は
小
川
、
内
山
両
先
生
の
詞
想
か
ら

し
の
は
れ
ま
す
か
、
私
た
ち
も
初
心
に
か
え

っ
て
文
化
行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

(
S
)
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